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H29.7改訂 福島特定原子力施設地域振興交付金事業
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会津若松市 （一財）会津若松観光ビューロー
あいづわかまつし ☎0242-23-8000

会津坂下町 (一社)会津坂下町観光物産協会
あいづばんげまち ☎0242-83-2111
湯川村 湯川村産業建設課
ゆがわむら

☎0241-27-8831
会津美里町 会津美里町観光協会

あいづみさとまち
☎0242-56-4882

喜多方市 旧甲斐家蔵住宅
きたかたし ☎0241-22-0001

西会津町 にしあいづ観光交流協会
にしあいづまち ☎0241-45-2213

土・日曜、祝日も対応可能

土・日曜、祝日も対応可能

土・日曜、祝日も対応可能

お
問
い
合
わ
せ

市
町
村

万代の願い大木の観世音　あの世とともに救け給えや

朝日射す夕日輝く大山寺　松野の里に晴るる薄雲

露の身の夢幻の世の中に　身を綾金といで祈るらん

掻き分けて参りて拝む高吉の　仏の光道ぞ輝く

後の世を救け給えや観世音　慈悲熱塩に参る身なれば

陽照るとも山の氷はよもとけじ　里に時雨のあらんかぎりは

古里を遙るばる出でて熊倉の　仏に参る身こそ安けれ

今朝の日は遙か竹屋の観世音　急ぎ参りて拝め旅人

後の世を願う心を照らすらん　遠田の沖に出づる月影

幾度も歩みを運ぶ勝常寺　うまれ会津の中の御仏

昔より誰がたてそめしふるしきの　久しかるべき束の原かな

千早振る神ぞまことの住吉の　重ねがさねの杜の注連

遥るばると参りて拝むよしみ寺　仏の誓い新なるらん

高野山余所に在らじの下荒井　三鈷の松の法の朝風

乗り得ても心許すな天小舟　高瀬の波は時を嫌わず

参り来て浮世を此処に忘れ置く　心及ばぬ平沢の月

参るより頼みをかけし観世音　沼木の沼に浮ぶ水鳥

滝沢の落ちて流るる滝の水　かかる末々弥勒なるらん

後の世を願う心は軽くとも　仏の誓い重き石塚

遙るばると登りて拝む岩屋山　いつも絶えせぬ松風の音

左下りは岩に聳えて懸造り　いつも絶えせぬ峯の松風

朝日射す夕日輝く相川の　月諸共に出づる御手洗

高倉は宝を積みし山なれば　人の願いも満つる高倉

散る花を止むる氷玉の関の山　雲降り登る道は一筋

朝日射す夕日輝く領池の　大悲の光有明けの月

朝ぼらけ賑わう里に立つ煙　誠の人をとむる冨岡

山深み池に流れの音添えて　浮世の夢を洗う松風

昔より立つとも知らぬ天王寺　奥の細道轟きの橋

巡り来て西を遥かに眺むれば　雨露繁き古方の沼

巡り来て四方の千里を眺むれば　これぞ会津の中田なるらん

遙るばると参りて拝む恵隆寺　いつも絶えせぬ松風の音

春は花夏は青木に繁りつつ　秋は紅葉に染むる露しも

まいるより恵も深き御池の　池の蓮は我を待つらん

浮身をば助け給へや観世音　みちびき給へ弥陀の浄土へ

柳津は岩に聳えて懸造り　前には只見の舟の浮きはし

金剛き山の如きの法の寺　まこと大悲の浄土なるらん

よろづよ　　ねが　　おおき　　　かんぜ　おん　　　　　　 よ　　　　　　　 たす　　たま

あさ ひ　さ　　　ゆうひかがや　おおやまでら　　  まつの　　 さと　　  は　　　　うすぐも

つゆ　　 み　 ゆめまぼろし     よ　　  なか　　　　み　　 あやがね　　　　　 いの

 か 　　 わ            まい           おが     たかよし　　　 ほとけ　 ひかりみち    かがや

のち　　 よ　　 たす　　たま　　　　かんぜ　おん　　 じ　ひ あつしお　　 まい       み

 ひ　て　　　　　  やま　  こおり　　　　　　　　　　　　 さと　　 しぐれ

ふるさと　　 は　　　　　　 い　　　　 くまぐら　　　  ほとけ     まい       み　　　  やす

 け　さ　　   ひ　    はる　　たけ  や　　 かんぜ　おん　　いそ　  まい　　　 おが　　たびびと

のち　　 よ　　 ねが　 こころ　  て　　　　　　　　　　とお た　　 おき　　 い　　　　つきかげ

いくたび　　あゆ　　　  はこ　 しょうじょうじ　　　　　　　　あいづ　　  なか　　みほとけ

むかし　　　 た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひさ　　　　　　　　  つか　　はら

 ちはや　 ふ　　 かみ　　　　　　　　  すみよし　　　　かさ　　　　　　　　　 もり　　しめなわ

 は　　　　　　　  まい　　　 おが　　　　　　　てら　  ほとけ　  ちか　  あらた

 たかの  やま  よ　そ　　　あ　　　　　  しも  あらい　　　さん こ　　 まつ　　 のり　　あさかぜ

 の　　  え　　　  こころゆる　　　 あま  お  ぶね  　たか  せ　　 なみ　　とき　　きら

まい　　き　　 うき よ　　　こ　こ　　 わす　　 お　　　　こころおよ　　　  ひらさわ　　つき

まい　　　　　たの　　　　　　　　　かん ぜ　おん　　ぬま ぎ　　  ぬま　  うか 　   みずとり

たきざわ　　 お　　　　なが　　　  たき　　みず　　　　　　  　すえずえ  みろく

のち　　 よ　　 ねが　 こころ　  かろ　　　　　　  ほとけ　 ちか　　おも　　いしづか

 は　　　　　　　  のぼ　　　 おが　　いわ や  さん　　　　　　　   た　　　　　　まつかぜ　　おと

 さ  くだ　　　  いわ　  そび　　　　かけづく　　　　　　　　　  た　　　　　　みね　  まつかぜ

あさ ひ　さ　　　ゆうひかがや　あいかわ　　　　つきもろとも　　 い　　　　　み　たらし

たかくら　  たから　　つ　　　  やま　　　　　　　　ひと　  ねが　　　　み　　　　 たかくら

 ち　　 はな　　 と　　　　  ひだま　　 せき　　やま　　くも  お　　 のぼ　　みち　　ひとすじ

あさ ひ　さ　　　ゆうひかがや  りょういけ　　　　だいひ　　ひかりあり あ　　　　つき

あさ　　　　　 にぎ　　　  さと　　 た　　けむり　まこと　  ひと　　　　　　　とみおか

やまふか　　いけ　　なが　　　  おと  そ　　　　　　うき  よ　　 ゆめ　  あら　  まつかぜ

むかし　　　 た　　　　　　し　　　　 てんのう  じ　　  おく　　ほそみちとどろ　　　 はし

めぐ　　き　　 にし　　はる　　　  なが　　　　　　　 あめつゆ しげ　　ふるかた　  ぬま

めぐ　　き　　　よ　も　　   ち さと　　なが　　　　　　　　　　　　　 あいづ　　　なかだ

 は　　　　　　　  まい　　　 おが　　 え りゅうでら　　　　　　  　た　　　　　　まつかぜ　　おと

はる　　はななつ　　 あおき　　 しげ　　　　　　　  あき　　 もみじ　　　そ　　　　つゆ

　　　　　　　　 めぐみ　 ふか　  おんいけ　　　　いけ　  はちす　 われ　　ま

うき  み　　　　たす　　たま　　　　かん ぜ　おん　　　　　　　　  たま　　　み  だ　　 じょうど

やないづ　　いわ　  そび　　　　かけづく　　　  まえ　　　　ただみ　　  ふね　　 う

かねこわ　  やま　　 ごと　　　  のり　　てら　　　　　　　　だいひ　　 じょうど

-C 3 

大木観音堂 ご本尊：十一面観世音
常安長者が創建し持仏の十一面観音像を納めた。
喜多方市塩川町大田木字塚田3281-1

おおきかんのんどう

第
一
番
札
所

1

バス停「大沢」より徒歩10分  Pなし  WCあり

-C 2 

松野観音堂 ご本尊：千手観世音
千光寺（山寺）の霊像を安置したが、元禄七年（1694年）焼失、新たな像胎内に灰を納めた。
喜多方市慶徳町松舞家字松野730

まつのかんのんどう

第
二
番
札
所

2

磐越西線「喜多方」駅より車10分  Pなし  WCなし

-C 2 

綾金観音堂 ご本尊：十一面観世音
元弘元年に葦名遠江守盛宗が建立。後に再建。
喜多方市豊川町米室綾金155

あやがねかんのんどう
第
三
番
札
所

3

磐越西線「会津豊川」駅より車7分  Pなし  WCなし

-D 2

高吉観音堂 ご本尊：十一面観世音
元和7年に火災で焼失、その後再建し新たに像を安置。
喜多方市豊川町米室字高吉4415

たかよしかんのんどう

第
四
番
札
所

4

磐越西線「喜多方」駅より車4分  Pなし  WCなし

-D 1

熱塩観音堂 ご本尊：千手観世音
本尊の胎内に熱塩温泉の開祖源翁和尚の持仏を蔵する。
喜多方市熱塩加納町熱塩字熱塩795

あつしおかんのんどう
第
五
番
札
所

5

磐越西線「喜多方」駅より車20分  Pあり  WCなし

-D 2

勝観音堂 ご本尊：十一面観世音
当地で没した勝の前の冥福を祈り中将政保により建立。
喜多方市関柴町三津井字堂ノ上630

すぐれかんのんどう
第
六
番
札
所

6

バス停「上勝」より徒歩1分  Pなし  WCあり

-D 2

熊倉観音堂 ご本尊：千手観世音
行基の作とも慈覚の作とも伝わる観音像を安置。
喜多方市熊倉町熊倉字熊倉837

くまぐらかんのんどう
第
七
番
札
所

7

バス停「北山別」より徒歩3分  Pなし  WCなし

-D 3

竹屋観音堂 ご本尊：如意輪観世音
子安観音とも称され、鎌倉時代の仏工師運慶の作と伝わる。
喜多方市塩川町中屋沢台畑丙697

たけやかんのんどう

第
八
番
札
所

8

バス停「竹屋」より徒歩5分  Pなし  WCなし

-D 3

遠田観音堂 ご本尊：千手観世音
平安初期には壮麗な観音堂を有し繁栄を極めたと伝わる。
喜多方市塩川町遠田字谷地中3227

とおたかんのんどう
第
九
番
札
所

9

磐越西線「塩川」駅より車5分  Pあり※小型車用  WCなし

-D 3

勝常観音堂 ご本尊：十一面観世音
国指定重要文化財の観音像を含め霊宝殿に安置。
湯川村勝常代舞1764

しょうじょうかんのんどう
第
十
番
札
所

10

只見線「会津坂下」駅より車12分  P村営あり  WCあり

-C 4

束原観音堂 ご本尊：馬頭観世音
観音堂には御長一尺八寸の馬頭観音坐像を安置。
会津坂下町束原字東1516

つかはらかんのんどう
第
十
一
番
札
所

11

バス停「束原」より徒歩8分  Pなし  WCなし

-C 4

田村山観音堂 ご本尊：聖観世音
現在の堂は明治36年の建立。裏手に「産清水」が湧く。
会津若松市北会津町和合字堂の下甲147

たむらやまかんのんどう
第
十
二
番
札
所

12

バス停「田村山北」より徒歩5分  Pなし  WCなし

うば

-C 4

舘観音堂 ご本尊：聖観世音
天正16年に兵火に罹り焼失、再建し六寸の観音像を安置。
会津若松市北会津町舘17

たてかんのんどう
第
十
三
番
札
所

13

バス停「舘」より徒歩3分  Pあり  WCなし

-D 5

下荒井観音堂 ご本尊：聖観世音
開基した僧の高野山行きを観音の化身が留めた話が残る。
会津若松市北会津町下荒井60

しもあらいかんのんどう
第
十
四
番
札
所

14

バス停「下荒井」より徒歩4分  Pなし  WCなし

-D 4

高瀬観音堂 ご本尊：十一面観世音
応湖川を渡る船が転覆し溺死した吉六の冥福を祈り建立。
会津若松市神指町高瀬81

たかせかんのんどう
第
十
五
番
札
所

15

バス停「新田」より徒歩10分  Pなし  WCあり

-D 4

平沢観音堂 ご本尊：聖観世音
観音堂には一尺七寸の聖観音像を安置。
会津若松市町北町中沢字平沢419

ひらさわかんのんどう
第
十
六
番
札
所

16

バス停「達磨」より徒歩8分  Pなし  WCなし

-D 4

中ノ明観音堂 ご本尊：聖観世音
霊像は沼底に沈んでいた光放つ大木から現れたと伝わる。
会津若松市町北町大字始字中ノ明119-2

なかのみょうかんのんどう
第
十
七
番
札
所

17

バス停「中の明」より徒歩5分  Pあり  WCあり

-E 5

滝沢観音堂 ご本尊：聖観世音
明治期の廃仏毀釈により滝沢不動院境内に移された。
会津若松市一箕町八幡滝沢

たきざわかんのんどう
第
十
八
番
札
所

18

バス停「飯盛山下」より徒歩25分  Pあり  WCなし

-D 5 

石塚観音堂 ご本尊：千手観世音
ご本尊の胎内には聖観音が収められ、蒲生忠郷の母が深く信仰した。
会津若松市川原町5-50(管理：金剛寺)

いしづかかんのんどう
第
十
九
番
札
所

19

只見・会津線「西若松」駅より徒歩3分  Pあり  WCなし

-E 5 

御山観音堂 ご本尊：聖観世音
聖観音像の中に八幡太郎義家ゆかりの胎内仏を蔵する。
会津若松市門田町大字御山字館山甲3080

おやまかんのんどう
第
二
十
番
札
所

20

バス停「運動公園前」より徒歩30分  Pあり  WCあり

-D 6 

左下り観音堂 ご本尊：聖観世音
五間四面、高さ四尺八寸の三層閣。俗に無頸観音とも。
会津美里町大石字東左下り1173

さくだりかんのんどう第
二
十
一
番
札
所

21

会津線「芦ノ牧温泉」駅より車8分  Pあり  WCなし

-D 6 

相川観音堂 ご本尊：十一面観世音
本尊は「いぼ観音」とも称され、弘法大師の作と伝わる。
会津美里町氷玉字前山丁365

あいかわかんのんどう第
二
十
二
番
札
所

22

只見線「会津本郷」駅より車10分  Pなし  WCなし

-D 5 

高倉観音堂 ご本尊：十一面観世音
高倉宮以仁王の守観音像を安置。約200の石段を登る。
会津美里町字丸山乙691 (管理／圓通寺)

たかくらかんのんどう第
二
十
三
番
札
所

23

只見線「会津本郷」駅より車7分  Pなし  WCなし

-D 6 

関山観音堂 ご本尊：十一面観世音
寛政2年に現在の地に堂を建立。本尊は秘仏となっている。
会津美里町氷玉字関山乙381

せきやまかんのんどう第
二
十
四
番
札
所

24

只見線「会津本郷」駅より車12分  Pなし  WCなし

-C 6 

領家観音堂 ご本尊：十一面観世音
観音堂内には四尺余りの十一面観音坐像を安置。
会津美里町藤家館字領家194

りょうけかんのんどう第
二
十
五
番
札
所

25

只見線「会津高田」駅より車7分  Pなし  WCなし

-C 6 

冨岡観音堂 ご本尊：十一面観世音
中世時代に建てられた観音堂は国指定重要文化財。
会津美里町冨岡字冨岡27 (管理／龍興寺)

とみおかかんのんどう第
二
十
六
番
札
所

26

只見線「会津高田」駅より車7分  Pなし  WCなし

-B 6 

大岩観音堂 ご本尊：聖観世音
冑地区の明神ケ岳登山道入口より約3kmの山中に建つ。

会津美里町吉田字村中甲167(仁王寺)※仁王寺～大岩観音まで約4km

おおいわかんのんどう第
二
十
七
番
札
所

27

只見線「会津高田」駅より車15分  Pなし  WCなし

-C 5 

高田観音堂 ご本尊：十一面観世音
本尊の十一面観音像は33年に一度御開帳される。
会津美里町字高田甲2968

たかだかんのんどう第
二
十
八
番
札
所

28

只見線「会津高田」駅より徒歩10分  Pあり  WCなし

-C 5 

雀林観音堂 ご本尊：十一面観世音
境内に三重塔と会津五楼の一つ「虎の尾桜」がある。
会津美里町雀林字三番山下3554 (管理／福泉寺)

すずめばやしかんのんどう第
二
十
九
番
札
所

29

只見線「会津高田」駅より車15分  Pあり  WCあり

-C 5 

中田観音堂 ご本尊：十一面観世音
野口英世の母シカが信仰した。「会津ころり三観音」の一つ。
会津美里町米田字堂ノ後甲147

なかだかんのんどう
第
三
十
番
札
所

30

只見線「根岸」駅より徒歩5分  Pあり  WCあり

-C 3 

立木(塔寺)観音堂 ご本尊：千手観世音
安産などのご利益があるとされる「会津ころり三観音」の一つ。
会津坂下町塔寺字松原2944

たちき(とうでら)かんのんどう第
三
十
一
番
札
所

31

バス停「塔寺立木観音前」より徒歩1分  Pあり  WCあり

-C 3 

青津観音堂 ご本尊：聖観世音
慶長16年の大地震により青木村から現地に再建。
会津坂下町大字青津字本丁71 (管理／淨泉寺)

あおつかんのんどう第
三
十
二
番
札
所

32

バス停「青木」より徒歩15分  Pなし  WCなし

-C 3 

御池観音堂 ご本尊：聖観世音
その昔池の中から出たものと伝わる聖観音座像を安置。
会津坂下町大字御池田字寺ノ前152

おいけかんのんどう第
三
十
三
番
札
所

33

バス停「御池田公園前」より徒歩8分  Pなし  WCなし

-C 5 

浮身観音堂 ご本尊：十一面観音
「八葉堂」とも呼ばれ、天海大僧正ゆかりの観音像を奉る。
会津美里町字龍興寺北甲2222-3

うきみかんのんどう

番
外
札
所
一

番外
1

只見線「会津高田」駅より徒歩10分  Pあり  WCなし

-B 4 

柳津観音堂 ご本尊：聖観世音ほか
福満虚空藏菩薩を奉る菊光堂の外回廊を巡った裏手に位置。
柳津町大字柳津字寺家町甲176

やないづかんのんどう

番
外
札
所
二

只見線「会津柳津」駅より徒歩12分  Pあり  WCあり

番外
2

-A 3 

鳥追観音堂 ご本尊：聖観世音
隠れ三猿が彫刻された御堂で「会津ころり三観音」の一つ。
西会津町野沢字如法寺乙3533

とりおいかんのんどう
番
外
札
所
三

磐越西線「野沢」駅より車5分  Pあり  WCあり

番外
3

東北で最も早く仏教文化が花開いた「仏都会津」に息づ

く、会津各地の「三十三観音めぐり」を通して、今に残る

観音様を巡り、道中の宿場や門前町で一服しながら、往

時の会津人のおおらかな信仰と娯楽に思いを馳せ、追想

するストーリーが日本遺産に認定されました。構成文化

財のひとつとして、会津三十三観音も入っています。

平成28年
　「会津の三十三観音めぐり」が
　　　　　　　 日本遺産に認定

地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を

語るストーリーを「日本遺産（Japan Heritage）」として

文化庁が認定するものです。

日本遺産とは

　

照
ら
す
ら
ん

　

照
ら
す
ら
ん

　

照
ら
す
ら
ん

遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙
るるるるるるるる
ばばばばばばばばばばばばば
るるるるるるるるるるる
ととととととととととととととととととととととと

るるるるるるるるる
ばばばばばばばば
るる

参参参参参参参参参参参参参
りりりりりりりりりり
てててて

拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝
むむむむむむ
よよよよよよ
ししししし
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
ははははははははははは

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝
ののののののののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日
ははははははははははは

遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙遙
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹
屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋
ののののののののののののの

観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音

急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝
めめめめめめめめめめめめめ
旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

短歌形式の歌詞を旋律にのせて唱える仏教歌謡のこと。
仏の教えや霊場の景観、死者への哀悼、札所にまつわる伝承
などが読み込まれているものです。

会津三十三観音

御詠歌

雪笠

白衣

札入
巡礼セット

念珠

特鈴

山谷袋

金剛

輪袈裟と
輪袈裟止め

観世音菩薩は現世に下りて、三十三身に変化して私たちの

救いを求める声に駆けつけてくれるといわれています。

古くは西国よりはじまった三十三所の観音巡礼ですが、会

津での起源は寛永20年（1643）、保科正之公の入封以降と伝

えられています。会津三十三観

音は、おもに農村部の女性が、

田畑の仕事が一段落した七月

ごろに白装束に傘をかぶり、講

仲間とともに「御詠歌」を唱え

ながら三十三観音を巡礼して

回ったそうです。
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林道から徒歩5分

県道沿い駐車場（大型バス不可）
より山道を徒歩で約20分

S.IC

ころり三観音めぐりは「御朱印帳」を片手に！

会津のころり三観音様へ参拝
した後は、旅の思い出とご利
益にあやかって、ご本尊との
ご縁を結んでくれる御朱印を
いただくのもおすすめです。

御朱印帳はころり三観音のお寺
で無料でお配りしています。御朱
印の押印代につきましては、別途
300円かかります。

会津ころり三観音
仏都会津の中核として古くから知られているの
が『会津ころり三観音』です。観音経でいう“三
毒消減”の観音霊場として知られ“貧”“瞋”“痴”
の悪しき心を、三観音を巡拝することで仏の慈

悲により消し去ってもらい、心の安らぎや健康
長寿、やがてころりと安楽往生がかなうといわ
れています。これらの三観音は通称『会津ころ
り三観音』と呼ばれ、広く信仰を集めています。

弘安寺 中田観音
第三十番礼所

☎0242-78 -2131

如法寺 鳥追観音
番外第三礼所

☎0241-45 -2061

恵隆寺 立木観音
第三十一番礼所
☎0242-83 -3171

会津三十三観音めぐりタクシープラン

◎１日目　会津若松駅9：00出発→⑱滝沢観音→⑲石塚観音→⑳御山観音→㉑左下り観音→㉒相川観
音→㉔関山観音→㉓高倉観音→㉕領家観音→㉖冨岡観音→㉗大岩観音→㉘高田観音→
㉙雀林観音→㉚中田観音→⑭下荒井観音→⑬舘観音→⑫田村山観音→⑪東原観音→⑩
勝常観音→熱塩温泉（泊）※宿泊先については、［喜多方市・会津若松市・会津坂下町・会津美
里町・湯川村］のエリアであればどちらでも可能。宿泊の手配はお客様にて直接予約・支払い。
※食事代・拝観料は各自払いとなります。

◎２日目　宿泊先9：00出発→⑤熱塩観音→⑥勝観音→⑦熊倉観音→⑧竹屋観音→④高吉観音→②
松野観音→③綾金観音→①大木観音→⑨遠田観音→33御池観音→32青津観音→㉛立木
（塔寺）観音→⑮高瀬観音→⑯平沢観音→⑰中ノ明観音→会津若松駅着※食事代・拝観料
は各自払いとなります。

あいづタクシー 0242-38-1234
会津交通㈱ 0242-26-6655
葵観光タクシー 0242-37-1533
白虎タクシー 0242-28-1555
広田タクシー 0242-75-2321

梅林タクシー㈲ 0242-54-2266
梅林タクシー㈲本郷営業所 0242-56-3053

赤城タクシー 0242-83-3215
河沼タクシー 0242-83-2531

あいづタクシー喜多方営業所 0241-22-5555
きたかたタクシー 0241-22-0016
八七一タクシー 0241-22-0871
塩川タクシー 0241-27-2141
葵タクシー 0241-27-8111
山都タクシー 0241-38-2025

会津乗合自動車株式会社
　会津バス本社 0242-22-5560
　会津バス若松営業所 0242-22-5555

◎コース　会津若松駅または東山温泉各ホテル発→㉚中田観音→㉛立木（塔寺）観音→　　　鳥追
観音→会津若松駅または東山温泉各ホテル着
※食事代・拝観料は各自払いとなります。　※ご希望の時間に合わせて出発します。

　三十三観音めぐり１泊２日コース ※３日前まで要予約
料金／小型タクシー（１～４名用）81,200円　中型タクシー（１～５名用）103,880円
　　　ジャンボタクシー（１～９名用）123,200円

タクシー会社

路線バス

　会津ころり三観音めぐり日帰りコース 所要時間/約３時間30分※３日前まで要予約
料金／小型タクシー（１～４名用）20,300円　中型タクシー（１～５名用）25,970円
　　　ジャンボタクシー（１～９名用）30,800円

　ご予約・お問い合わせ先　会津トラベルサービス㈱　☎0242-24-6666
　予約受付時間　平日9：00～17：30/土曜日9：00～12：20/第2・4土曜日、日曜日、祝日は定休日

番外３

会津若松市

会津美里町

会津坂下町

喜多方市




